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	 近年、呼気中のガス物質濃度から病気の予測を

するという診断方法が注目を集めている。その中

でも、呼気中におけるメチルメルカプタンガス

(MM)及びアンモニアガス(AM)の濃度が増加す

ると、それぞれ歯周病及び肝機能障害に罹患して

いる可能性があると報告されている。これらのガ

スの濃度は ppbレベルであることから、低濃度か

つそれぞれのガスに干渉されずに検知可能なガ

スセンサの作製が求められている。 

	 本研究では、MM 及び AM を対象とした感応

膜[1][2][3]をコーティングした水晶振動子(QCM)を、

2チャンネルで同時測定することにより、混合気

体中の MM 及び AM の濃度を低濃度域かつ選択

的に算出できるガスセンサを作製した。 

 ガス吸着実験は、2つの QCMを接続した密閉セ

ンサセル内に空気ガスを一定の流量で流し続け、

湿度及び QCM の発振周波数が安定した後に、

MM 及び AM を注入した。また、開始から 1800

秒経った後にガス注入を止めた。この時の QCM

の周波数を測定し、応答を確認した。 

	 Figure1 に作製した 2 チャンネルガスセンサを

用いて、MM と AM の混合ガスを注入したとき

の応答を示す。この結果より、作製したガスセン

サは ppb レベルの MM 及び AM に対して応答を

示し、高感度なガスセンサであることが確認でき

た。また、Figure2 よりそれぞれを対象とする感

応膜をコーティングした QCMセンサは、それぞ

れのガスのみ応答を示し、作製したガスセンサは

それぞれのガスに対して高い選択性を持つこと

が確認できた。 

 以上より、極低濃度の MM及び AMの 2種混合

ガスにおいて、作製した 2チャンネル QCMガス

センサは選択的にかつ同時に検知することがで

きた。 

Fig.1 Simultaneous measurement of methylmercaptan gas 

and ammonia gas 

Fig.2 Each gas injection at time difference 
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